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基本方針 

初年度及び昨年度は、IPDCの認知拡大・導入促進に重点をおいた活動を行い、一定の成
果が得られたという認識のもとに、3年目を迎える本年度は、 
 
 
 
 
を目標とするとともに、昨今出てきている新しい放送分野の動きにも注目し、 
 
 
 
 
 
 
にも並行して注力する。 
 
またそうした活動の一環として、「ホワイトスペース」や「携帯端末向けマルチメディア放送」に関し
て活動を進めている諸団体との連携を強化する。 
 
上記を通じて3年目を迎える当フォーラムの社会的貢献の拡大を図っていく。 
 

1.いよいよ実用化が目前の各分野において、具体的なサービスやビジネスの導入実現 
   に向けて必要とされる諸問題の解決や共通課題の整理などの導入支援 

2.IPDCの導入が期待できる新しいインフラ分野の開拓 

3.IPDCを使うことが期待できる新しいサービスの発掘やマーケットの育成といった普及 
   促進 
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1.「いよいよ実用化が目前の各分野において、具体的なサービスやビジネスの導入実現に 
 向けて必要とされる諸問題の解決や共通課題の整理などの導入支援」 
 
実用化が目前の新しい放送分野で、特にIPDC導入の観点から重要度が高く、かつ他団体に
おける今後の検討をサポートする観点から、次の分野を取り上げる。 
 ①ホワイトスペースにおけるIPDCの利活用 
 ②携帯端末向けマルチメディア放送の中でも特にV-Low帯分野におけるIPDCの利活用 
 
いずれも技術検討部会での検討を継続・拡充し、実証実験などとも連携した具体的な技術 
基準の提案や導入支援策の検討などを行っていく。 
 

具体的な活動テーマ 

3 



2.「IPDCの導入が期待できる新しいインフラ分野の開拓」 
 
ホワイトスペースや携帯端末向けマルチメディア放送以外の分野で、IPDCの適用の可能性 
を開拓する観点から、以下の分野を取り上げる。 
 ①ケーブル放送や高速WiFi等、放送類似分野でのIPDCの利活用  
 
個別の調査委託などを通じて各種技術調査等を行い、また勉強会を通じて、関連事業者との 
交流を深め、前項1.①、②に続く具体的なテーマとして醸成していく。 

3.「IPDCを使うことが期待できる新しいサービスの発掘やマーケットの育成」 
 
IPDCという新しい流通方式を使うことが期待できるサービス分野として、特に昨今の動きが 
激しい以下のようなテーマを取り上げ、その可能性を探る。 
 ①IPDCを使ったマルチメディア出版配信 
 ②新しい分野でのIPDCの利活用   
  【キーワード例】   ダブルスクリーン、ハイブリッドキャスト、エアープレイ、スマートTV、etc・・・ 
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幹事の所掌分担について 

幹事の所掌分担について 
今年度に引き続き、来年度においても、幹事の所掌分担を設けることとし、フォーラム業務の 
円滑な遂行に資することとしたい。具体的には、以下のような所掌分担を行う。 

分担  人数  主な所掌内容  

勉強会担当  6名  勉強会の企画・調整 

企画担当  2名  前項の具体的な活動テーマの第2項及び第3項の推進 

技術検討部会
長 

1名  技術検討部会全体の統括 
※テーマ毎にWGを設けられることとし、WGは会員内から指名す
るリーダーが所掌する。 
※WGのリーダーの中から、部会長が副部会長を指名できる。 

合計  9名  



体制の強化 

他団体とのリエゾンについて 
活動方針の目的を達成する観点から、関連する諸団体とのリエゾンを積極的に、かつ 
柔軟に進めていく。 

 
具体的には、相互交流（協力）の考え方で、相互に会合への招聘（ただし限定範囲 
内で）や、事務局同士の不定期な会合開催などを行い、情報交換や検討成果の開示 
などをお互いに図っていくことを目的とする。 

 
【現時点でのリエゾン想定先】 
 ・エリアワンセグシステム開発委員会 
 ・VHF-Low帯マルチメディア放送推進協議会 
 ・ISDB-T マルチメディアフォーラム 
  ※ただし必要に応じて、順次追加を検討する。 

その他 
フォーラム内の活動から派生する、あるいは連携する具体的な実証実験やビジネス化 
検討などの動きに対しても、フォーラムの外部プロジェクトとして、積極的に協力・支援 
していく。（次項図参照） 
 ※ただし具体的な協力・支援の内容は幹事会において個別の判断とする 
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エリアワンセグシステム 
開発委員会 
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フォーラム会員から 
生まれた新規外部 
協力プロジェクト 

フォーラム会員から 
生まれた新規外部 
協力プロジェクト 

各種リエゾン・外部協力プロジェクトのイメージ 

外部協力プロジェクト 
既存各種団体 

幹事会 

CS 勉強会等 

会員総会 

VHF-Low帯マルチメ
ディア放送推進協議会 

ISDB-T マルチメディア
フォーラム 

支援 



会員制度の見直しについて 

１、準会員制度の運用開始について 
 
現在、定款第2章 会員（種別）第4条に記載されている準会員制度について、 
具体的な運用を開始することとしたい。具体的には以下のとおり。 
 
■準会員の年会費は5万円とする。 
■ただし、準会員は議決権は保持しない。勉強会への参加は認めるが、技術検討部会への 
 参加や、コミュニティスペースへの参加はできない。Web閲覧用のパスワードは保持しない。 
■入会に関しては正会員と同様に入会申込書をお送りいただき、審査に通過後、準会員 
  としてご入会いただくものとする。 
 
 
2、正会員の年会費見直しについて 
 
現在一律18万円を12万円に減額する。 
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2011年度の活動予定 
 

2011～
2012 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

総会 ◎ 
30日 

 
 

◎ 
 

勉強会 
 

◎ 
30日 

◎ ◎ 
 

◎ 
 

◎ 
 

◎ 
 

◎ 

幹事会 ◎ 
10日 

◎ 
 

◎ 
 

◎ 
 

◎ 
 

◎ 
 

◎ 
 

技術検討部会 
 

コミュニティ 
スペース 

適宜開催 

適宜開催 
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今後の日程に関しては別途メルマガ等でご連絡いたします。 


